
71

人文学研究所報 No. 64，2020. 9

健康学の学びをインプットからアウトプットにする 
ヘルスプロモーション

渡部かなえ

英文要旨
The purpose of this research was inquiring Japanese studentsʼ input skill of health information （acquiring, 
understanding, evaluating and utilizing） and ability to deliver health information, and relation between input 
and output skills. As results, acquiring score was high, understanding and evaluating scores were low, and 
utilizing score was high. Therefore, students might utilize health information without understanding nor 
evaluating. There was weak minus correlation between understanding health information and ability to deliv-
er health information. There was weak plus correlation between evaluating health information and ability to 
deliver health information. Therefore students had been polarizing those who delivered information without 
understanding and those who deliver information after evaluation.
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緒言

　健康学の学びの目的の 1つは，健康情報を入手し，それを理解し，評価し活用する力を育成すること
である。健康は社会的・相互的に影響を及ぼすもので（1），自分が健康になろうとするだけでなく，周囲
の人達も健康になるよう行動するヘルスプロモーションが，自分自身を含むみんなの健康につながって
いく（2），（3）。よって，インプットした健康情報をアウトプットする，つまり健康情報の発信力が重要にな
る。日本人はこれらの健康情報の入手・理解・評価・活用に関するスキル，つまりインプットのスキル
がヨーロッパ諸国に比べると低いと言われている（4）。本研究は，情報機器の活用に慣れている日本の学
生達の健康に関する情報のインプットのスキルはどうなのか，そして周囲の人を健康にするためのアウ
トプットする発信力はインプットのスキルとどのような関係にあるのかというヘルスプロモーション・
スキルを検討することを目的として行った。

方法

　健康学に関連する科目を履修している 20歳から 21歳の大学生 20名に対し，ヘルスリテラシーの 4
つの情報に関する能力（入手・理解・判断・活用）を，ヘルスケア，疾病予防，ヘルスプロモーション
の 3つの領域に渡って測定するアンケート・テスト European Health Literacy Survey Questionnaire
（HLS-EU-Q47）（5）の日本語版（J-HLS-EU-Q47）（4）に回答して貰った。設問は全 47問で，回答は「とても
簡単」，「やや簡単」，「やや難しい」，「とても難しい」「分からない／当てはまらない」の 5つから 1つ
選ぶ選択式であった。また，健康情報を発信することを目的とした 5分から 7分の，マイクロソフトパ
ワーポイントで作成したプレゼンテーション・ファイルを用いての発表をして貰った。発信力の評価
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は，聖路加看護大学ヘルスリテラシー学習拠点プロジェクト教材作成（6）の，健康に関する情報の内容や
質，信憑性の評価ポイントを参考に，
● 情報発信の目的は明確か
● 具体的な事例をあげて説明しているか
● 情報の発信源の確認と，その情報源の信頼性
● 情報の根拠となる科学的・客観的データが示されているか
● 発信の内容の正確さ
をどのくらい満たしているかによって 5段階で行った。
　解析は，アンケート・テストとプレゼンテーションの両方をやってくれた 14名のデータについて行
った。

結果および考察

1）　健康の情報に関する能力の評価値
　表 1は，健康に関する情報の「入手」，「理解」，「評価」，「活用」の能力を計る J-HLS-EU-Q47（4）評価
値と，情報のアウトプットの能力「発信力」の評価値の平均値，および情報の発信力と他の能力との相
関である。

表 1　情報の発信力（アウトプット）

平均値 情報の発信力との相関

1．情報の入手 45.1 　0.1　相関なし

2．情報の理解 39.4 －0.3　弱い負の相関

3．情報の評価 36.1 　0.4　弱い正の相関

4．情報の活用 42.1 －0.1　相関なし

1～4の合計点 162.6 　0.0　相関なし

ヘルスケア 55.1 　0.1　相関なし

疾病予防 54.4 　0.1　相関なし

ヘルスプロモーション 54.7 －0.1　相関なし

情報の発信力 2.6

　情報入手のスコアは高く，学生達は情報にアクセスして手に入れる力は高いことがわかった。しか
し，情報の理解のスコアは低く，入手した情報をきちんと理解しているわけではないと考えられる。情
報の評価のスコアはさらに低く，理解できないから評価もできないことがわかった。しかし，情報の活
用のスコアは高く，情報をよく理解せず，評価しないままに活用している学生が多いことが示唆された。
　情報のインプット（入手・理解・評価・活用）とアウトプット（発信）の関係をみると，情報の発信
力との正の（弱い）相関があったのは情報の評価であった。入手した情報を評価する力のある学生は，
発信すべき情報かどうかの評価もできると考えられる（図 2-1，2-2）。
　一方，情報の理解は情報の発信力と負の（弱い）相関があり，情報を理解する力が低い学生の方が，
情報発信力が高いという結果になった。これは，情報を正確に理解できていなくても簡単に情報を発信
できてしまうことによると思われる。昨今は，根本的なところから正確に理解できていなくても，「何
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となくわかったような気になれる」ように提供されている情報が多く，それをざっと見るだけで分かっ
たような気になり，そういった情報の中から，多くの人の関心を引きそうなことを選び，中身は不十分
でも，一見それらしい見てくれにして提供する，ということに長けている学生がいることが推察された
（図 3-1，3-2）。

 なお，個人情報の保護および利益相反が生じることを防ぐため，図 2・図 3の個人名は削除し，企業名
は〇〇等に，商品名は××等に変え，画像は加工して個人や商品が特定できないようにしてある。
　このように，健康学の学びのインプットとアウトプットの関係から，健康に関する情報を，適切に評
価してから発信している学生と，よく理解しないで発信しているものの両極端に分かれることが分った。
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